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２０２４年１１月１４日
豊田エンジニアリング株式会社
(株)豊田マネジメント研究所

中村 公一

企業価値向上と生産最適化を支える

開発マネジメント

～トヨタ流開発設計システム～
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トヨタ流開発設計マネジメントの特長

製品開発を成功に導く主要活動

１．Chief Engineer（CE）制度：

優れた製品企画と原価企画を策定、開発全体の統括管理

２．先行改善： SE活動（同期開発）

開発の早期段階での全社一体の完成度向上活動

３．見える化と大部屋活動： 迅速な情報共有と課題解決

４．設計の自工程完結活動： 仕事の質の向上、問題の未然防止

５．開発業務の情報の一元管理：

図面/技術情報の早期確定と迅速な伝達による開発の効率化

※SE: Simultaneous Engineering

高付加価値の製品開発とリードタイム短縮を実現 ⇒ お客様満足度向上
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C Eによる開発プロセス全体の統括管理
●新製品の企画から量産後の対応ま
で一貫して同一人格のまとめ役
（CE）のもとで、バランスの取れ
た製品の開発を行う。

●製品と開発推進の全ての実施事項
に関する全決定権を経営トップから
委ねられ最終責任を負う。

●製品軸（横軸）で組織を横断して
リソーセス（人、もの、金）を機動
的に動員し、統括管理し開発を推進
する。

※１９５２年スタート（７０年の歴史）

ＣＥ: Chief Engineer

１．チーフエンジニア制度の開発体制
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ＣＥ: Chief Engineer

新製品開発プロセス

生産手配移行
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図面完成度の画期的向上

開発品質向上
開発期間短縮
開発費用削減

SE（ Simultaneous Engineering ）活動（同期開発）

２．先行改善

やり直しをしない開発プロセス フロントローディング
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先行改善 量産段階
設計→生産準備→製造準備 工場

時間

生産開始

先行改善額
5,000億日本円

TPS改善額
500億日本円

（TOYOTAの例）先行改善の効果額

※TPS：Toyota Production System

①設計による製品原価の低減  ②工程・設備投資額削減
③生産性向上による製造コスト低減  ④不良品の損失の削減
⑤クレーム保証費用削減

改善内容
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•達成の為のシナリオ

•組織

目的・目標 製品ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ
詳細な仕様

開発副社長
の大部屋へ

３．大部屋活動による情報共有
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最終の確認

簡単な
総合確認のみ

４．自工程完結の基本的な考え方

異常で止める、止まる

業務を構成するプロセス毎に
①発生源対策（良品条件）と②流出防止（判断基準）を組み込む

不良なし不良なし

お客様

目的：
良品を予定した
期日、コストで

完成

不良なし 不良なし

プロセス
1

プロセス
２

プロセス
３

プロセス
４

②流出防止（判断基準）：各プロセス毎

①発生源対策（良品条件）
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開発マネジメント

５．開発業務の情報の一元管理システム

製品企画

デザイン

設計

実験・評価
(試作品・デジタルデータ)

製品仕様

日常管理、情報共有化（PC)、ナレッジマネジメント

CAD

CAD、部品表、

ECUソフトウェア開発環境等

 企画仕様書  ⇒ 製品仕様書
 企画部品表  ⇒ 量産部品表

開発日程・原価・質量・開発費 管理
出図・調達・評価日程フォロー

CAE、シミュレーション

DA(Digital assembly)

〔CADデータ〕

構成データ

管理データ

後工程
仕入先

：開発業務

：情報システム

開
発
情
報
の
一
元
管
理
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ご清聴ありがとうございました。

豊田エンジニアリング株式会社
Toyota Engineering Corporation

株式会社豊田マネージメント研究所
Toyota Management Institute

TMS&TPS検定協会
TMS & TPS Certificate Institution
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